
　「地産地消」－地元で生産されたものを地元で消費する。

鎌掛の「かやの会館」では、「かますけ工房」の皆さんが

地元の食材を使い、地元の方に食べていただけるよう、

平成 18 年３月からさまざまな活動をされています。２月

３日（火）の節分の日には、180 本の巻き寿司を販売され、

予約のお弁当の準備もされていました。このような活動

をされる中で、このたび、農林水産省の「近畿地産地消

給食等メニューコンテスト」において、近畿農政局長賞

を受賞されました。

�　地産地消について、皆さんも考えてみませんか？

�　　　　　　　　　　　　（関連記事２・３ページ）

　1月26日（月）、「合同句集『青きふむ』」

の発刊を記念し、祝賀句会がわたむき

ホール虹で行われました。町内で俳句

をされている 87 名もの方の作品が掲載。

句集名の『青きふむ』は、正法寺境内に

ある句碑から取られたそうです。販売

はされていませんが、図書館で借りて

いただけるそうです。俳句を作る方が

日野にはたくさんおられ、「文化のまち

日野」を感じます。いよいよ３月、私も

春の句を詠んでみたくなりました。 ま
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「滋賀県消防協会日野支部出初式」

の記事の中で、鈴木貴士さんのお名

前が誤って掲載されていました。

訂正してお詫びいたします。

特集―地産地消について考えてみませんか－
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